
 
 

令和４年１２月 

岡崎北高校 

保健環境部 
  

 

除夜の鐘が鳴り響く中、気持ちを新たにする大晦日。「晦日」はもともと「三十日」と書きます。 

１年の最後だから「大晦日」。昔の人たちは、家にやってくる年神様を迎えるために寝ないで待っ

ていたのだとか。形は違っても、大晦日に夜更かしをするのは今も昔も同じですね。 

「１０８の煩悩」に惑わされず、来年も元気に過ごしましょう。 

効果的な換気方法は、２か所以上の窓を開けて、 

空気の通り道を作ることです。 

対角線上にある窓を開けるとより効果的です。 

２か所といっても、近いところの窓を２か所開け 

るだけだと、狭い範囲しか換気できず、空気の流 

れが悪い部分ができてしまします。 

窓を１か所しか開けられない場合は、扇風機やサーキュレータ 

などを使って、空気の流れを作ると、効果的に換気できます。 

本校の教室の換気については、学校医、学校薬剤師の先生から“常時室内の窓及び扉を２箇所以上対角線上に開放し、 

放課にはできるだけ全開放し換気することが望ましい“とのご指導を受けており、それを基に換気を実施しています。 

みなさんの協力が必要です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

寒くなってきましたが… 

―大きな飛沫とマイクロ飛沫― 

 せきやくしゃみ、会話などをするときに、マスクをしない状態では、口からはさまざまな

大きさの飛沫が飛びます。大きな飛沫はすぐに落下しますが、５ミクロン（0.005ｍｍ）

未満の小さな飛沫の粒子は（マイクロ飛沫）は、換気が悪い密閉空間では、数分～数十分

も空気中を漂い、また遠くまで浮遊します。 

こうしたマイクロ飛沫対策として、部屋の換気を十分に行うことが重要です。 

  

お互いを尊重できるような 

優しさを持っていたいものですね 

感染症予防に換気のポイント～効果的な換気の方法～ 

 


